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西南女学院大学 

20 ―2nd― 13 

７１ 17 ―3rd― 13 ５６ 

20 ―4th― 9 

  

開催場所：東海大学九州 

試合区分：第 25 回全九州大学バスケットボールリーグ戦  

試合期日：2018 年 10 月 14 日(日) 

試合時間：9：00～ CC：福岡 敏徳  FU：吉田 祥 SU：仲間 芳幸      

第１ピリオド 

西女大＃８横山のシュートから始まった第１ピリオド。序盤、福教大は＃１３宮本がオフ

ェンスリバウンドに積極的に飛び込みゴール下で体を張る。対する西女大は＃２１二ノ宮

を起点に得点を重ねる。このまま流れに乗るかに思われたが福教大は＃９竹内が３Ｐシュ

ートを決め反撃するも、西女大＃２１二ノ宮がこのピリオドで１３点を挙げ、１４－２１、

西女大リードで第１ピリオドを終えた。 

第２ピリオド 

福教大＃１４田添のパスに＃１６塚本が合わせるナイスプレイから始まった第２ピリオ

ド。序盤、福教大は＃１１定司の３Ｐシュートが連続で決まり、リズムを作る。対する西

女大は＃５濱口のシュート、更には＃２１二ノ宮がシュートを決め応戦する。中盤、福教

大はこの試合好調の西女大＃２１二ノ宮にダブルチームをしかけ得点を与えない。すると

西女大は攻め方をカットインプレイに切り替え＃２１二ノ宮がバスケットカウントを決め

てくる。このまま前半終了かに思われたが、第２ピリオド終了間際、福教大＃９竹内が３

Ｐシュートを決め、３４－３４の同点とし、勝負を振り出しに戻した。 

第３ピリオド 

第２ピリオドの勢いそのままにいきたい福教大であったが序盤、西女大の固い守りに得点

できない時間が続く。対する西女大は＃８横山がオフェンスリバウンドから得点を沈める。

流れを変えたい福教大は＃１１定司が意地の３Ｐシュートを連続で沈め反撃にかかる。後

半、両チーム点を取りあいシーソーゲームが続く。先に均衡を破ったのは福教大。＃１２

森川のシュートが決まり遂に逆転に成功する。５１－４７、福教大リードで第３ピリオド

を終えた。 

第４ピリオド 

勝負の最終ピリオド。流れを変えたい西女大であったが、福教大＃１６塚本がインサイド

プレイで得点を重ね、福教大の勢いを中々止めることができない。点差がじわじわと離れ

始めた中盤、西女大は＃５濱口、更には＃６小田原のシュートを切り口に流れを引き戻し

にかかるも、終盤福教大＃９竹内の３Ｐシュートが連続で決まり、７１－５６でチェック

メイト。高確率で３Ｐシュートが決まった福教大がリーグ２節目の最初の試合を白星で飾

った。 


